
 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文：横浜バスティン研究会 中村雪子） 

横浜バスティン研究会 活動報告 ２０１３年８月３１日（土） 

第１回 横浜バスティン研究会主催 

「わくわくチャレンジ大会」 

 会場 鶴見サルビアホール・リハーサル室 

♪ポジション・スケール検定♪ 

ポジション検定は 23 名、スケール検定は 12 名の子供たちが参加。 

同じポジション、スケールを弾いても、一人ずつ音が違って、美しい音を出す

ことの難しさを感じました。今回は、初めてという事で、父兄の皆さんにも全

員の演奏を聴いて頂きたく、全員で一緒に子供たちのポジション、スケールを

弾きました。大勢の前で、ポジションあるいは、スケールだけ弾くのは、とて

も緊張すると思います。みな、真剣な顔で音名、和音記号、コードネームを言

いながら一生懸命弾きました。 

 

♪リトミック♪（田中祥子先生によるリトミック） 

音楽に合わせて体を動かすのは、楽しいですね。検定の緊張がほぐれました。 

メジャー・マイナーの聴き分けでは、「エリーゼのために」を聴きながらメジャー・マイナ

ーのカードを上げました。「曲の中で、時々違った感じになる。それを感じて演奏すると 

素敵だよ」と言う、高嶋先生のお話。分かりやすく、子供たちも熱心に聴いていました。 

 

 

♪セオリーゲーム大会♪ 

「鍵盤マップ」「リズムを作ろう」「フラッシュカード(神経衰弱)」 

「言えるかな？ステップ・スキップ」 

「音程カード・ステップ・スキップカード・線間カード(対戦方式)」 

 

以上、５つのゲームに参加して、出来たらドットシールを用紙に貼って、シールの

数を競いました。気に入ったゲームには、何回も参加するお子様がいたりして、盛り

上がりました。ゲームを通して日頃の勉強の習熟度を知る事も出来ました。 

 

夏休み最後の土曜日、ポジション・スケール検定、セオリーゲーム大会で楽しく、有意義な時間を過ごし

ました。 

バスティンの楽しみながら学ぶ、楽しいから続く・・・素晴らしいなと思いました。子供たちの活き活きし

た顔を見て、次回の「わくわくチャレンジ大会」も楽しみになりました。なにより継続が大切。ポジション・

スケールやセオリーの勉強も続けて行きたいです。 

 

 

 

このパスポートが全員に配られ、 

合格の記録が残されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みんな、真剣です！！ 

 

 

 


